
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
日本ファッション教育振興協会主催
パターンメイキング技術検定２級 ③ 25 23
日本ファッション教育振興協会主催
パターンメイキング技術検定３級 ③ 24 24
日本ファッション教育振興協会主催
ファッションビジネス能力検定２級 ③ 14 5
日本ファッション教育振興協会主催
ファッションビジネス能力検定３級 ③ 6 2
日本ファッション教育振興協会主催
販売能力検定２級 ③ 11 5
日本ファッション教育振興協会主催
販売能力検定３級 ③ 16 12
日本ファッション教育振興協会主催
ファッション色彩能力検定３級 ③ 1 1
日本ファッション教育振興協会主催
ファッション色彩能力検定２級 ③ 0 0
日本ファッション教育振興協会主催
技術検定（洋裁）初級 ③ 25 23
日本ファッション教育振興協会主催
技術検定（洋裁）中級 ③ 7 7
色彩検定協会主催
ＡＦＴ色彩検定UC級 ③ 1 1
色彩検定協会主催
ＡＦＴ色彩検定２級 ③ 4 3

人 色彩検定協会主催
ＡＦＴ色彩検定３級 ③ 18 13

人 日本カラーコーディネーター協会主催
色彩活用パーソナルカラー検定２級 ③ 17 8

人 日本カラーコーディネーター協会主催
色彩活用パーソナルカラー検定３級 ③ 22 21

％ 北海道私立専修学校各種学校教員
能力認定（専門課程教員） ③ 1 1

％

（令和 3

12 名 13.3 ％

33人25人8人0人49人160人

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　
■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
試験結果・出席状況・作品提出状況

長期休み

■学年始：4月1日～4月10日
■夏　 季：7月22日～8月18日
■冬　 季：12月24日～1月19日
■学年末：3月18日～3月31日

卒業・進級
条件

卒業要件：教育課程に定められた科目全てを履修・修得しそ
の単位が認定されていること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

81.8■就職率　　  　　　 　　　　

（別紙様式４）

令和4年11月15日
（前回公表年月日：令和3年12月3日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

北海道文化服装専門学
校

昭和51年7月31日 谷内　眞佐子
062-0904
札幌市豊平区豊平4条8丁目1番7号
011-811-0101

学校法人　谷内学園

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

昭和39年6月5日 谷内　眞佐子
062-0904
札幌市豊平区豊平4条8丁目1番7号
011-811-0101

服飾・家政 専門課程
ファッションクリエイト学科
ファッションデザインコース

平成7年文部科学省
告示第7号

-

学科の目的
本校は、教育基本法及び学校教育法に従い、服飾に関する専門的な実力とクリエイティブな感性を育て、自己の能力に応じて活用できるファッション界の
スペシャリストを養成するとともにより豊かな人間性の育成を目的とする。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成28年2月29日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 498
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2400 573 380 949

■卒業者に占める就職者の割合
： 47.4

第36回　文化服装学院連鎖講協会　ファッションデザイン画コンクール
繊研新聞社賞他入賞第10回　全国ニット大賞　一般毛糸使用部門賞受賞
第95回　装苑賞　一次審査通過
Asia Fashion Cllection 9th　東京ステージ出場

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応
クラス担任を中心として、保護者を含めた三者面談

■サークル活動： 0

■その他
・進学者数：10名
・その他：6名

ファッション業界など （令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

就職担当教員の他、クラス担任が常時個別相談を行ってい
る。就職ガイダンスでは、自己分析、履歴書・エントリーシート
の書き方、面接指導（集団・個別）を行っている。
学内・学外で行われる企業説明会に参加。協力企業にて企業
研修（インターンシップ）を行い、将来の職業に対する向上心
を深め、卒業後の即戦力となる人材になることを目標としてい
る。

学友会（学生自治組織）
さっぽろライラックまつり参加
国内ファッションコンテスト等への応募

令和3年4月1日時点において、在学者90名（令和3年4月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者78名（令和4年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

体調不良、学校生活の不適合、経済的理由、進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://h-bunka.ac.jp

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数 38
■就職希望者数 22

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■就職者数 18

■中退防止・中退者支援のための取組
担任の個人面談、学習内容を正しく理解させるよう心がける。学習内容がどのように将来につながるかアドバイスする。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 無
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付： 非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載
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	デザイン別紙様式４（1）

